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共創文化の体現とこれまでの成長を土台に、次のフェーズへ 
髙橋 CEO 年頭挨拶 

  
株式会社レゾナック・ホールディングスならびに株式会社レゾナック（いずれも代表取締役社長・CEO：髙橋

秀仁）は、誕生から 3 周年を迎えました。代表取締役社長・CEO の髙橋は、年頭挨拶において従業員に「私
のパーパスは、レゾナックを働いていて楽しい会社にすること。従業員の皆さんにハピネスを感じてもらうことです。」と
述べ、「化学の力で社会を変えながら企業価値最大化に向けて、皆さん、一緒に次のフェーズへ行きましょう」と
呼びかけました。 
 
●年頭挨拶（要旨） 
私が社長に就任してからの 4 年間、私たちは企業文化を大きく変革し、社内外で共創の土台を築いてきまし

た。「事前の非連続性と事後の常識性」という言葉の通り、さまざまな事柄が常識に変わりました。一方、足元
の業績では、パーシャルスピンオフを目指すクラサスケミカルを除いた2025年 7-9月期の EBITDAマージンが20.7%
となり、1 四半期だけですが目標の 20%以上に到達しました。 
これらの成長を踏まえ、今年から 2030 年までを新たな期間と捉え、長期ビジョンを今後発表します。詳細につ

いては、2 月の決算発表でお伝えしますが、「化学の力で社会を変える」というパーパスのもと、私たちは人々が幸
せに暮らせる社会と美しい地球を次世代に手渡すために共創し、「世界トップクラスの機能性化学メーカー」を目
指します。 

 
この実現に向け、7 つの主要経営課題を定義しました。特に「共創型イノベーション推進」「サステナビリティの実

践」「AIでの生産性向上と価値創出」「共創文化の体現と従業員のハピネスの向上」を重点テーマとしています。 
 まず、「共創型イノベーション推進」について、昨年は、当社を含む 27 社で「JOINT3」という大型基板の半導

体実装技術開発のためのコンソーシアムを設立しました。技術的なゲームチェンジを主体的に先導することによる
好機は大きいです。他のコンソーシアムを含め、最先端技術やコンセプトの共創開発を推進します。 
「サステナビリティの実践」について、2025 年は、水素混焼ガスタービンのための補助金認定されたことにより、レ

ゾナックグループ全体としての温室効果ガス排出量の大幅削減が見込めるようになりました。2050 年のカーボンニ
ュートラルに向けて、今後も着実に取り組みを進めていきます。 
次は「AI での生産性向上と価値創出」についてです。この 2 年間、「止めることを決めよう」と言い続けてきまし

た。その一つとして、承認者の数は 3 人までにして、権限移譲を進めてください。ボトムアップ型の職場改善もどん



どん進めましょう。また、AI や IT ツールを業務に取り入れて、効率を上げていきましょう。 
最後に「共創文化の体現と従業員のハピネスの向上」です。 
AI の台頭によって、人にしかできないことは何かを考えてきました。人にしかできないのは、「志」・「価値判断」・

「イノベーション」です。今年から次のフェーズに向けて、改めて「パーパス」、「バリュー」、自律と共創の大切さをしっか
りと理解し行動に移し、そして適切に評価、育成に反映していただきたい。 

 
私のパーパスは、レゾナックを働いていて楽しい会社にすること。従業員の皆さんにハピネスを感じてもらうことです。

そのためには、志で繋がる仲間をつくり、バリューを発揮して一緒に切磋琢磨し、自分も、組織も成長していくこと
が必要です。なぜなら、そのプロセスの中に、内発的な楽しさ、幸せがあるからです。 
化学の力で社会を変えながら企業価値最大化に向けて、皆さん、一緒に次のフェーズへ行きましょう。 

 
以上 

 
【Resonac（レゾナック）について】  
レゾナックは、半導体・電子材料、モビリティ、イノベーション材料、ケミカル等を展開し、川中から川下まで幅広い
素材・先端材料テクノロジーを持つ機能性化学メーカーです。2023 年 1 月に昭和電工と旧日立化成が統合
し、誕生しました。社名の「Resonac」は、英語の「RESONATE：共鳴する・響き渡る」と、Chemistry の「C」の
組み合せです。レゾナックは「共創型化学会社」として、共創を通じて持続的な成長と企業価値の向上を目指
しています。2024 年度の売上高は約 1 兆 4 千億円、うち海外売上高が 56％を占め、世界 24 の国や地域に
ある製造・販売拠点でグローバルに事業を展開しています(2025 年 2 月時点)。詳しくはウェブサイトをご覧くださ
い。  
株式会社レゾナック・ホールディングス https://www.resonac.com/jp/ 
 
 
◆ 本件に関するお問い合わせ先    

株式会社レゾナック・ホールディングス  
ブランド・コミュニケーション部 メディアリレーショングループ 
TEL 03-6263-8002 

https://www.resonac.com/jp/

